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豪雨後の海洋環境整備船『白龍』による漂流物回収 

 

 

 

 

 

 

 

「白龍」は、中部地域の経済を支える港湾を

利用する船舶や、地域の食を支える漁船などが

漂流物により航行に支障を来さないよう、また

漂流物が海岸等へ漂着する前に回収するため、

伊勢湾・三河湾において海域の巡視及び清掃を

行っています。（参考資料－3） 

 

今回の豪雨に伴い発生した漂流物については、9月 9日から 9月 15 日までの 7日間に

わたり重点的な回収作業を実施しました。回収した漂流物には、流木や朽ちて欠損した木

造船（全長約 7m）も含まれており、流木については切断して回収しました。過去３か年

の年間平均回収量は 168m3 であり、今回の記録的大雨による 81m3 は年間回収量のおおよ

そ半分（約 48％）に相当します。 

 

名古屋港湾事務所では、今後も航行船舶の安全確保及び海洋環境の保全を図るため、

「白龍」による海域の巡視及び漂流物の回収を継続して実施してまいります。（参考資料

－1、2） 

 

【配布先】 

  中部地方整備局記者クラブ､中部専門記者会、港湾新聞、港湾空港タイムス、 

日本海事新聞、海事プレス、マリタイムデーリーニュース 

【問い合わせ先】 

国土交通省 中部地方整備局 名古屋港湾事務所 海洋環境・防災課 

副所長：宇野(うの)、◎海洋環境・防災課長：梅田（うめだ） 

TEL ０５２－６５１－６７９１ Fax ０５２－６５１－３８０１ 

令和 8年 9月 8日から東海地方を襲った記録的大雨の影響により、大量の流

木やごみなどの漂流物が伊勢湾内へ流入し、海洋環境整備船「白龍」（名古屋港

湾事務所所属）による回収を実施しました。 

総トン数：4,792 トン 延長：104m 

『白龍』 



【海洋環境整備船「白龍」漂流物回収位置及び回収量】 参考資料－1

日付 回収量 巡視・清掃面積

9月9日(水) 23m3 2,280ha

9月10日(木) 22m3 8,160ha

9月11日(金) 2m3 440ha

9月12日(土) 29m3 3,880ha

9月15日(火) 5m3 1,400ha

合計 81m3

点検、清掃面積は、清掃
の航行距離に、幅４ｋｍ
をかけたもの

１km２ ＝ 100ha

※上記表は、気象・海象条件等で稼働しなかった日は除外している。

【Ｐ】更新予定

見せ方は検討中。
7月に約50m3程度回収していたので、今回
の豪雨の回収量が少なく見えるようであれ
ば、昨年度の月別グラフも入れる可能性あ
り（R7dは68ｍ3/年と異例に少なかったので。
R6dは235m3）

〇 概況

今回、海洋環境整備船「白龍」により回収した漂流物は、木曽川水系及び庄
内川水系において、降雨の影響による河川の増水に伴い流出し、海域まで到達
したものと推測される。回収物の内訳について、流木、草木及び木片が多くを
占め、これらに生活ごみが一部混在していた。

〇 主な巡視・漂流物回収箇所

○回収量



【活動写真】

漂流している流木（9月9日） 「白龍」クレーンで流木を回収（9月9日）

「白龍」にて回収した流木を甲板に仮置
（9月10日）

クレーンで朽ちた木造船（約7m）を回収
（9月12日）

参考資料－2

【Ｐ】 写真は適宜ＰＲ
性の高いものを追加予定

回収したごみの陸揚げの様子
（9月11日）

「白龍」塵芥コンテナの状況（9月12日）

スキッパーで
回収している様子

クレーンで
回収している様子

【活動動画（名古屋港湾事務所Ⅹ）】



参考資料－３
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